
JP 4172096 B2 2008.10.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　画像信号を出力する画像信号発生手段と、
　表示装置側における上記画像信号の選択的な表示を可能とするための、少なくとも表示
装置選択情報を含む送出インデックス信号を生成して上記画像信号の一部に置き換えて付
加するインデックス付加手段とを備え、
　前記インデックス付加手段は、画像表示期間および画像非表示期間よりなる画像信号の
フレーム毎に、前記画像表示期間に含まれる一部の画素の画像信号を、当該フレームの１
フレーム前のフレームに対応する表示装置選択情報を示すように当該画素について所望の
明暗を設定した送出インデックス信号に置き換えるものであることを特徴とする画像信号
発生装置。
【請求項２】
　画像信号が少なくとも１つのフレームを含むページより構成され、該ページと送出イン
デックス信号とが連関していることを特徴とする請求項１に記載の画像信号発生装置。
【請求項３】
　送出インデックス信号は、全ての表示装置を選択しない旨の表示装置選択情報を含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の画像信号発生装置。
【請求項４】
　送出インデックス信号は、さらにパリティ情報を得るための画素を含むことを特徴とす
る請求項１に記載の画像信号発生装置。
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【請求項５】
　送出インデックス信号は、表示装置選択情報に対応する画素と対になるように、上記画
素に対する検査用画素をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の画像信号発生装置
。
【請求項６】
　送出インデックス信号は、少なくとも当該信号が送出インデックス信号であることを示
すヘッダーをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の画像信号発生装置。
【請求項７】
　送出インデックス信号は、制御情報をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の画
像信号発生装置。
【請求項８】
　画像表示期間および画像非表示期間よりなる画像信号、該画像信号に対応する同期信号
、および上記画像信号の任意の画像フレームにおける前記画像表示期間に含まれる一部の
画素の画像信号を置き換えて付加された信号であって、少なくとも表示装置選択情報を示
すように当該画素について所望の明暗を設定した送出インデックス信号を含む複合化信号
を受信して上記各信号を出力する画像信号受信部と、
　該画像信号受信部から出力される送出インデックス信号中の表示装置選択情報に基づい
て上記複数の画像フレームから自装置に表示するべき画像フレームを判定し、判定を行っ
たフレームの１フレーム後のフレームを選択し、当該画像フレームに対応する画像信号を
出力する画像フレーム選択部と、
　該画像フレーム選択部から出力される上記画像フレームに対応する画像信号を表示する
画像表示部とを備える画像表示装置。
【請求項９】
　画像フレーム選択部は、
　画像信号受信手段から出力される画像信号および同期信号に基づいて画像フレームにお
ける画像表示期間に含まれる送出インデックス信号を判別するインデックス判別手段、
　自装置に対して設定された画像表示装置番号を出力するための画像表示装置番号設定手
段、
　上記インデックス判別手段より出力されるインデックス信号中の表示装置選択情報、お
よび上記画像表示装置番号設定手段より出力される自装置の上記画像表示装置番号に基づ
いて、上記画像信号に含まれる上記画像フレームを選択するためのフレーム選択信号を出
力するインデックス判定手段、
　該インデックス判定手段が出力するフレーム選択信号に応じて上記画像信号に含まれる
上記画像フレームを選択するためのフレーム選択手段、
　該フレーム選択手段から出力される上記画像フレームに対応する画像信号を記憶するた
めの画像記憶手段の各手段を含むことを特徴とする請求項８に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　インデックス信号を保持するインデックス保持手段をさらに備える請求項９に記載の画
像表示装置。
【請求項１１】
　画像表示装置番号設定手段に接続された通信手段をさらに備える請求項９に記載の画像
表示装置。
【請求項１２】
　画像信号受信部に入力される複合化信号または当該信号に対応する同期信号が入力され
、自装置と他装置との順次接続が可能なように上記複合化信号を出力する画像信号出力部
をさらに備えることを特徴とする請求項８に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　　画像表示期間および画像非表示期間よりなる画像信号、該画像信号に対応する同期信
号、および上記画像信号の任意の画像フレームにおける前記画像表示期間に含まれる一部
の画素の画像信号を置き換えて付加された信号であって、当該画素について少なくとも表
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示装置選択情報を示すように所望の明暗を設定した送出インデックス信号を含む複合化信
号を受信して上記各信号を出力する画像信号受信部と、
　該画像信号受信部から出力される送出インデックス信号中の表示装置選択情報に基づい
て上記複数の画像フレームから自装置に表示するべき画像フレームを選択し、当該画像フ
レームに対応する画像信号を出力する画像フレーム選択部と、
　該画像フレーム選択部から出力される上記画像フレームに対応する画像信号を表示する
画像表示部と、
　インデックス信号が表示画面上に現れないように、当該インデックス信号をマスクする
ためのインデックス消去手段を画像フレーム選択部と、を備える画像表示装置。
【請求項１４】
　画像拡大手段を画像表示部の前に備える請求項８に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　送出インデックス信号に含まれるヘッダーに基づいて送出インデックス信号を特定する
請求項８に記載の画像表示装置。
【請求項１６】
　画像表示期間および画像非表示期間よりなる画像信号、該画像信号における前記画像表
示期間に含まれる一部の画素の画像信号を置き換えて付加された信号であって、少なくと
も表示装置選択情報を示すように当該画素について所望の明暗を設定した送出インデック
ス信号を含む複合化信号を受信する第１のステップ、
　該第１のステップにおいて受信された複合化信号に含まれる送出インデックス信号中の
表示装置選択情報に基づいて上記複数の画像フレームから自装置に表示するべき画像フレ
ームを判定し、判定を行ったフレームの１フレーム後のフレームを選択して、当該画像フ
レームに対応する画像信号を出力する第２のステップ、
　該第２のステップにおいて出力される画像フレームに対応する画像信号を表示する第３
のステップを含む画像表示装置の制御方法。
【請求項１７】
　第２のステップは、複合化信号から送出インデックス信号を判別してインデックス信号
を出力し、
　該出力されたインデックス信号中の表示装置選択情報と、自装置に対して設定された画
像表示装置番号とに基づいてフレーム選択信号を出力し、
　該出力されたフレーム選択信号に応じて画像信号に含まれる画像フレームを選択し、
　該選択された画像フレームに対応する画像信号を記憶することを含む請求項１６に記載
の画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、画像信号発生装置、画像表示装置、および画像表示装置の制御方法に係わる
ものであり、より詳しくはパーソナルコンピュータ（ＰＣ）などで使われる所定のフォー
マットを有する画像信号発生装置と、液晶パネル、ＣＲＴ、デジタル・マイクロミラー・
デバイス（ＤＭＤ）、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、あるいはフィールド・エミッシ
ョン・ディスプレイ（ＦＥＤ）などの表示デバイスを含んで構成される画像表示装置およ
び画像表示装置の制御方法に係わる。
【０００２】
【従来の技術】
図３６および図３７は、例えば特開平５－１２７８５６号公報や特開平５－２４９９３２
号公報に開示された従来の画像信号発生装置と画像表示装置を示す図であり、図において
１０１は従来の画像信号発生装置、１０２は従来の画像表示装置、１０３は画像信号発生
手段である。
【０００３】
次に動作について説明する。図３６は、画像信号発生装置１０１に４台の画像表示装置１
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０２が接続された場合を示しており、画像信号発生装置１０１は４つの画像信号発生手段
１０３を備えている。画像表示装置１０２の解像度が例えば１０２４画素×７６８ライン
であるとすると、画像信号発生手段１０３はそれぞれ１０２４画素×７６８ラインの異な
る画像信号を発生する（なお、ここではこれらの異なる画像信号の組み合わせによって、
一つの画像が構成されるとする）。画像信号発生手段に接続された４台の画像表示装置１
０２は、それぞれが接続されている画像信号発生手段１０３が出力する画像信号を表示し
、全体で２０４８画素×１５３６ラインの画像を構成する。
【０００４】
図３７は、４台の画像表示装置１０２が１つの画像信号発生手段１０３に接続された場合
を示す図で、画像表示装置１０２の解像度が例えば１０２４画素×７６８ラインであると
すると、画像信号発生手段１０３は２０４８画素×１５３６ラインの画像信号を発生し、
４つの画像表示装置１０２はそれぞれが位置する１０２４画素×７６８ラインの画像のみ
を表示することで２０４８画素×１５３６ラインの画像を表示する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従来の画像信号発生装置および画像表示装置は、以上のように構成されていたので、画像
信号発生装置は接続される画像表示装置の台数が増えると画像信号発生手段と接続ケーブ
ルが増えるという問題点がある。特に、省スペース型のＰＣなどでは、スペースの関係や
可搬性重視等の要求を満足させるために十分な拡張機能を持たせることに限界があり、多
数の画像信号発生手段を一体化して備えることができない。
【０００６】
また、図３７に示したように１つの画像信号発生手段により高解像度の信号を発生する場
合、画像信号の解像度に対応できるような高速のＤ／Ａ変換器やＡ／Ｄ変換器が必要とな
るためコストの増大を招き、逆にＤ／Ａ変換器やＡ／Ｄ変換器の性能によって表示性能が
制約を受けることにより画質劣化を招いていた。さらに、Ｄ／Ａ変換器やＡ／Ｄ変換器の
性能を超えた高解像度の信号が発生できないといった問題点もある。
【０００７】
この発明は以上のような問題点を解決するためになされたもので、１つの画像信号経路、
あるいは１つの画像信号発生手段を用いて任意の画素数（あるいはページ数）の画像信号
を任意の台数の画像表示装置に表示可能な画像信号発生装置、画像表示装置および画像表
示装置の制御方法を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係わる画像信号発生装置においては、画像信号を出力する画像信号発生手段と
、
　表示装置側における上記画像信号の選択的な表示を可能とするための、少なくとも表示
装置選択情報を含む送出インデックス信号を生成して上記画像信号の一部に置き換えて付
加するインデックス付加手段とを備え、
　前記インデックス付加手段は、画像表示期間および画像非表示期間よりなる画像信号の
フレーム毎に、前記画像表示期間に含まれる一部の画素の画像信号を、当該フレームの１
フレーム前のフレームに対応する表示装置選択情報を示すように当該画素について所望の
明暗を設定した送出インデックス信号に置き換えるものであることを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係わる画像表示装置においては、画像表示期間および画像非表示期間よりなる
画像信号、該画像信号に対応する同期信号、および上記画像信号の任意の画像フレームに
おける前記画像表示期間に含まれる一部の画素の画像信号を置き換えて付加された信号で
あって、少なくとも表示装置選択情報を示すように当該画素について所望の明暗を設定し
た送出インデックス信号を含む複合化信号を受信して上記各信号を出力する画像信号受信
部と、
　該画像信号受信部から出力される送出インデックス信号中の表示装置選択情報に基づい
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て上記複数の画像フレームから自装置に表示するべき画像フレームを判定し、判定を行っ
たフレームの１フレーム後のフレームを選択し、当該画像フレームに対応する画像信号を
出力する画像フレーム選択部と、
　該画像フレーム選択部から出力される上記画像フレームに対応する画像信号を表示する
画像表示部とを備える。
【００２３】
　本発明に係わる画像表示装置においては、画像表示期間および画像非表示期間よりなる
画像信号、該画像信号に対応する同期信号、および上記画像信号の任意の画像フレームに
おける前記画像表示期間に含まれる一部の画素の画像信号を置き換えて付加された信号で
あって、当該画素について少なくとも表示装置選択情報を示すように所望の明暗を設定し
た送出インデックス信号を含む複合化信号を受信して上記各信号を出力する画像信号受信
部と、
　該画像信号受信部から出力される送出インデックス信号中の表示装置選択情報に基づい
て上記複数の画像フレームから自装置に表示するべき画像フレームを選択し、当該画像フ
レームに対応する画像信号を出力する画像フレーム選択部と、
　該画像フレーム選択部から出力される上記画像フレームに対応する画像信号を表示する
画像表示部と、
　インデックス信号が表示画面上に現れないように、当該インデックス信号をマスクする
ためのインデックス消去手段を画像フレーム選択部と、を備える。
【００２６】
　本発明に係わる画像表示装置の制御方法においては、画像表示期間および画像非表示期
間よりなる画像信号、該画像信号における前記画像表示期間に含まれる一部の画素の画像
信号を置き換えて付加された信号であって、少なくとも表示装置選択情報を示すように当
該画素について所望の明暗を設定した送出インデックス信号を含む複合化信号を受信する
第１のステップ、
　該第１のステップにおいて受信された複合化信号に含まれる送出インデックス信号中の
表示装置選択情報に基づいて上記複数の画像フレームから自装置に表示するべき画像フレ
ームを判定し、判定を行ったフレームの１フレーム後のフレームを選択して、当該画像フ
レームに対応する画像信号を出力する第２のステップ、
　該第２のステップにおいて出力される画像フレームに対応する画像信号を表示する第３
のステップを含む。
【００２８】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
（概略的な説明）
図１は、この発明の実施の形態１における画像表示システムを概略的に表す図である。
図において１は画像信号発生装置、２は画像表示装置である。ここでは、図に示すように
複数の画像表示装置２が画像表示装置番号１～ｎを有して（設定されて）画像信号発生装
置１に例えば接続ケーブル等によって電気的に接続されている状態を示している。
【００２９】
このように１台の画像信号発生装置１に複数台の画像表示装置２を接続する場合は、画像
信号の分配器などを用いてこのようなシステムを構成するのが簡単である。
【００３０】
以下、動作について説明する。
画像信号発生装置１は、画像表示装置２の有する画像表示部（例えば、液晶パネル、ＣＲ
Ｔ、ＤＭＤ、ＰＤＰ、ＦＥＤ等）に実際に表示される正味の画像信号、この正味の画像信
号に対応する同期信号、および正味の画像信号の一部を置き換えて付加された（重畳され
た）送出インデックス信号を出力する（これらの出力を総称して複合化信号と称する。）
。なお、以下の説明においては、特に断りがない限り、画像非表示期間において送出イン
デックス信号が単純に付加される場合も画像信号の一部を置き換えて付加すると表現する
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。
【００３１】
なお、この複合化信号においては、最も基本的には正味の画像信号と同期信号とによって
元フレームを構成するが、この元フレームにさらに送出インデックス信号が含まれてフレ
ーム（画像フレームともいう）を構成するところに特徴がある（但し、以下に述べられる
実施の形態の説明においては、ここに説明するフレームに送出インデックス信号を含まな
い場合もある）。
【００３２】
また、上記の画像信号側からの画像表示装置番号とは、複合化信号を構成するフレームに
おける正味の画像信号が、図１に示されたような、複数ある画像表示装置２のいずれの画
像表示装置番号を有する画像表示装置によって表示されるかを指定するためのものである
。
【００３３】
なお、説明が進む中で、画像表示装置を指定する以外にも、さらにさまざまな情報を付加
する場合も送出インデックス信号と称する。但し、少なくとも画像表示装置番号に関する
情報を含む。
【００３４】
画像信号発生装置１から出力された複合化信号は、それぞれ画像表示装置２に並列的に与
えられる（言い換えると、同一の内容を有する複合化信号がそれぞれの画像表示装置２に
与えられる）。
【００３５】
それぞれの画像表示装置２においては、受信した複合化信号から、基本的には、正味の画
像信号、同期信号および送出インデックス信号の各信号を分離する。
【００３６】
そして、画像表示装置２の各自に設定されている画像表示装置番号と、送出インデックス
信号とが適合した画像表示装置２において、この画像信号側からの画像表示装置番号を有
するフレームに含まれる正味の画像信号を画像表示装置２の画像表示部に表示する。
【００３７】
上述した一例において、画像表示装置２の各自に設定されている画像表示装置番号が重複
して存在していても良い。この場合、同じ画像表示装置番号を設定されている画像表示装
置においては同一の表示となるのは当然のことである。
【００３８】
送出インデックス信号が正味の画像信号に重畳されて画像信号発生装置１から出力される
場合には、画像表示装置２における表示画像中に、図１に示すようなインデックスとして
示された表示が正味の画像信号における表示と共に表示される（インデックスが画像非表
示期間にある場合には表示されない）。
【００３９】
以上のようにすると、既存のフォーマットの画像信号に、単に送出インデックス信号を含
めることで、任意の画像表示装置に任意のページを表示させることができる。
また、以上に述べたことを、画像信号の受信から画像表示にいたるまでの画像表示装置の
制御方法について記述すると以下のようになる。
【００４０】
すなわち、複数の画像フレームよりなる画像信号の任意の画像フレームに画像信号の一部
を置き換えて付加された送出インデックス信号を含む複合化信号を受信する（ステップ１
）。
【００４１】
受信された複合化信号に含まれる送出インデックス信号に基づいて、複数の画像フレーム
から自装置に表示するべき画像フレームを選択して、この選択された画像フレームに対応
する画像信号を出力する（第２ステップ）。
【００４２】
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なお、この第２ステップにおいては、後に詳しく述べるように、以下の（ａ）から（ｄ）
の各ステップを含む。
【００４３】
（ａ）複合化信号から送出インデックス信号を判別してインデックス信号を出力する。
（ｂ）出力されたインデックス信号と、自装置に対して設定された画像表示装置番号とに
基づいてフレーム選択信号を出力する。
（ｃ）出力されたフレーム選択信号に応じて画像信号に含まれる画像フレームを選択する
。
（ｄ）選択された画像フレームに対応する画像信号を記憶する。
【００４４】
そして、出力された画像フレームに対応する画像信号を表示装置によって表示する（第３
のステップ）。
【００４５】
（実施の形態の説明）
以下、さらに図面を参照しながら、より詳細な形態について説明する。
図２は、図１に示された画像信号発生装置１の内部構成を示す図である。
図において、３は正味の画像信号を生成するための画像信号発生手段、４は送出インデッ
クス信号を生成し正味の画像信号の一部を置き換えて付加（重畳）するためのインデック
ス付加手段、５はインデックス付加手段４からの出力を画像信号出力として出力するため
の増幅器等により構成される画像信号出力手段、６は画像信号出力端子である。
【００４６】
また、図３は、図１に示された一つの画像表示装置２の内部構成を示す図である。
図において、７は画像信号入力端子、８は画像信号受信手段、９はインデックス判別手段
、１０は画像表示装置番号設定手段、１１はインデックス判定手段、１２はフレーム選択
手段、１３は画像記憶手段、１４は画像表示手段である。
【００４７】
Ｄｉは画像信号受信手段８が出力する画像信号、Ｄｓはフレーム選択手段１２が出力する
画像信号、Ｄｒは画像記憶手段１３が出力する画像信号、Ｓｉは画像信号受信手段８が出
力する同期信号、ＩＤはインデックス判別手段９が判別したインデックス、Ｎは画像表示
装置番号設定手段１０で設定された画像表示装置番号、ＦＳはインデックス判定手段１１
が出力するフレーム選択信号である。
【００４８】
なお、以下の種々の実施の形態の説明において、特に断らない限り、画像信号受信手段８
は画像信号受信部を、インデックス判別手段９、画像表示装置番号設定手段１０、インデ
ックス判定手段１１、フレーム選択手段１２、画像記憶手段１３およびそれらに付随する
手段のそれぞれにより画像フレーム選択部を、画像表示手段１４は画像表示部をそれぞれ
構成するものとする。
【００４９】
図４は画像信号受信手段８の構成を示す図である。図において１５はＡ／Ｄ変換手段、１
６は同期信号処理手段、１７はクロック再生手段である。なお、図中の同一番号および同
一記号は、同一の手段あるいは同一の信号を示す。
【００５０】
次に動作について説明する。
図２に示すように画像信号発生装置１における画像信号発生手段３は、所定のフォーマッ
ト（例えば解像度あるいはラインあたりの画素数、１フレームあたりのライン数、１秒あ
たりのフレーム数等）の正味の画像信号を発生し、インデックス付加手段４に画像信号を
出力する。
【００５１】
インデックス付加手段４では、入力された正味の画像信号の各フレームの画像期間内に、
後述するように、入力された正味の画像信号に対応するような所定の送出インデックス信
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号を画像信号の一部を置き換えて付加する。
【００５２】
送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換えて付加された画像信号と、この画像信
号に同期した垂直および水平の各同期信号とが複合化信号として画像信号出力手段５によ
って画像信号出力端子６から出力される。その後、この出力は接続ケーブルを通して、図
３に示す画像表示装置２の画像信号入力端子７に入力される。
【００５３】
画像信号入力端子７に入力された複合化信号は、画像信号受信手段８に入力される。
図４に、画像信号受信手段８の内部構成を示すが、図に示した構成により、入力された複
合化信号はＡ／Ｄ変換手段１５と同期信号処理手段１６とに与えられる。一方、Ａ／Ｄ変
換手段１５からはデジタルの画像信号としての画像信号Ｄｉが出力される。
【００５４】
他方、複合化信号が同期信号処理手段１６に入力されることにより、この複合化信号に含
まれる画像信号に対応する同期信号Ｓｉが分離・抽出される。この同期信号Ｓｉは画像信
号受信手段８の外部に出力されると共に、クロック再生手段１７にも出力される。
【００５５】
クロック再生手段１７においては、入力された同期信号Ｓｉを基準とする所定の周波数の
クロックを、Ａ／Ｄ変換手段１５に入力される複合化信号に含まれる画像信号をＡ／Ｄ変
換する際のサンプリングクロックとして出力する。
【００５６】
図５は、画像信号中の画像表示期間内に送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換
えて付加される場合を説明するための説明図であり、横軸は時間を縦軸は電圧をそれぞれ
示している。
図５を参照すると分かるように、１フレーム期間における垂直同期信号、水平同期信号お
よび画像信号の各タイミングの関係が示されている。
【００５７】
図２に示したインデックス付加手段４においては、図５に示すように画像表示期間中のあ
る位置に送出インデックス信号を画像信号の一部と置き換えて付加する。
ここにおける送出インデックス信号は画像表示期間内の画像信号の一部を置き換えて付加
（重畳）されることにより、受信側の表示画面中に送出インデックス信号に対応する映像
が表示されてしまうので、この場合、より望ましくは表示画面中の目立たない位置に送出
インデックス信号に対応する映像が表示されるようにする。
【００５８】
図６は、図２に示した画像信号発生手段３が出力する、複数ページの画像信号とインデッ
クス付加手段４が画像信号の一部を置き換えて付加する送出インデックス信号とのタイミ
ングの関係を説明するための説明図である。なお、図６において横軸は時間を、縦軸は電
圧をそれぞれ示している。
【００５９】
なお、ここにいうページとは、図６を参照しても分かるように、１つ以上の時間的に連続
するフレームより構成される。
また、この定義は、１つの表示画面を１つ、または複数の領域に分けた場合の１区画（す
なわち、１つの、または複数の領域によって１つの表示画面が構成される）、あるいは、
異なるページではその内容が、基本的にそれぞれ異なる複数種類の表示画面における１つ
の種類の表示画面の意味を含んでいる。
【００６０】
図６においては、理解を簡単にするために、ページ１に対応する送出インデックス信号は
インデックス１、ページ２に対応する送出インデックス信号はインデックス２、ページ３
に対応する送出インデックス信号はインデックス３、にそれぞれ対応しているものとする
。なお、画像信号発生装置１は、図に示したように送出インデックス信号を変更した１フ
レーム後に、ページを切り替えるようにしている。
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【００６１】
図７は、インデックス付加手段４によって画像信号の一部を置き換えて付加された送出イ
ンデックス信号の具体例を説明するための説明図であり、表示画像上のある１ラインに対
応する画像信号における１ラインの一部が示されている。
【００６２】
図において丸印は１つの画素を表す。送出インデックス信号は、例えば画像期間の所定の
位置（ここでは表示画面上のある１ライン上）にある８画素で構成される。
【００６３】
送出インデックス信号を構成しているそれぞれの画素には所望の明暗（輝度）が設定され
る。この明暗（輝度）に基づいて、後述するように、画像表示装置番号に対応したフラグ
を生成する。
【００６４】
以下、図を参照しながらその動作について説明する。
図３に示したように、画像表示装置２の画像信号入力端子７に入力された複合化信号は、
画像信号受信手段８で受信される。この画像信号受信手段８は、図４について説明をした
ように、同期信号Ｓｉとデジタル信号化された画像信号Ｄｉとを出力する。なお、この場
合においては、画像信号Ｄｉに送信インデックスが画像信号Ｄｉ中に含まれて（重畳され
て）ディジタル信号化されている。
【００６５】
図４に示したように、画像信号受信手段８に含まれる同期信号処理手段１６から出力され
る同期信号Ｓｉおよび画像信号Ｄｉは、図３に示したフレーム選択手段１２およびインデ
ックス判別手段９に入力される。
【００６６】
インデックス判別手段９は、同期信号Ｓｉをタイミングの基準（時間軸上の位置基準）と
して、図７に示した画素の明暗で構成された送出インデックス信号の画像信号中における
位置を割り出し、受信した送出インデックス信号を抽出する。
【００６７】
送出インデックス信号は、ノイズ耐性の面から、より単純には、階調表現の最大値または
最小値（すなわち、２５６階調表現における２５５階調目または０階調目）の階調の組み
合わせで表現される。
以下では、簡単のため、階調表現の最大値または最小値の組み合わせによって送出インデ
ックス信号が構成されるものとする。
【００６８】
受信された送出インデックス信号はインデックス判別手段９において、あらかじめ設定さ
れた閾値に基づき２値化される。この閾値の一例としては、２５６階調の半分の階調であ
る１２８階調目を閾値として採用する。
【００６９】
この場合、例えば、２５５階調～１２９階調にあるときを”１”、０階調～１２８階調に
あるときを”０”をフラグとして与え、これらフラグの組み合わせによりインデックスＩ
Ｄを構成する。
【００７０】
この閾値としては、よりノイズ耐性を高める観点から、ヒステリシス特性を持たせるため
に、例えば、２５５階調～１９２階調（２５６階調の３／４の値）にあるときを”１”、
０階調～６３階調（２５６階調の１／４の値－１）にあるときを”０”をフラグとして与
え、これらフラグの組み合わせによりインデックスＩＤを構成する。
【００７１】
インデックス判別手段９は、上述のようにして得られたインデックスＩＤをインデックス
判定手段１１に出力する。
【００７２】
一方、画像表示装置番号設定手段１０は、自装置にあらかじめ設定された画像表示装置番
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号Nをインデックス判定手段１１に出力する。この画像表示装置番号Nは、例えば、”１”
または”０”の複数の組み合わせがハード的に可能なディップスイッチ（ｄｉｐ　ｓｗｉ
ｔｃｈ）によって設定される。
【００７３】
インデックス判定手段１１は、判別されたインデックスＩＤと画像表示装置番号Ｎとに基
づいて、フレーム選択信号ＦＳを出力する。
【００７４】
図８は、インデックスＩＤとフレームを選択する画像表示装置番号Ｎの関係を示す図であ
る。図において、白丸が明るい画素に対応するフラグ、黒丸が暗い画素に対応するフラグ
を示す。上述のようにインデックス判別手段９における送出インデックス信号の２値化に
よって８ビットのフラグを生成する（図７に示した送出インデックス信号に対応する）。
ここで、インデックスＩＤは８ビットのフラグによって構成されるので、最大で２５６通
りの場合（表示形態）を指定することができる。なお、この場合に制御可能な画像表示装
置の台数は、インデックスＩＤのビット数に一致する。
【００７５】
図８を参照すると分かるように、全てのフラグが”１”の場合、全ての画像表示装置２に
おいて、全てのフラグが”１”となるような送出インデックス信号を有するフレームが選
択される（１～ｎの画像表示装置番号を有する全ての画像表示装置２においてこのフレー
ムの画像を表示することが可能とされる）。
【００７６】
また、フラグ１のみが”１”の場合は、画像表示装置番号Ｎに”１”が設定された画像表
示装置２において送出インデックス信号から生成されるフラグ１のみが”１”となるよう
なフレームが選択され、フラグ２のみが”１”の場合は画像表示装置番号Ｎに”２”が設
定された画像表示装置２において送出インデックス信号から生成されるフラグ２のみが”
１”となるようなフレームが選択される。
【００７７】
このように、インデックスＩＤにおけるｍ番目のフラグのみが”１”の場合、画像表示装
置番号Ｎに”ｍ”が設定された画像表示装置２において送出インデックス信号から生成さ
れるｍ番目のフラグのみが”１”となるようなフレームが選択されることになる。
【００７８】
このとき、画像表示装置番号Ｎにｍが設定された画像表示装置は複数であっても良い。ま
た、あるフレームに対して複数のフラグを”１”となるようにすることにより、異なる画
像表示装置番号Ｎが設定された複数の画像表示装置２においてフレームを選択することも
できる。
【００７９】
フレーム選択手段１２は、インデックス判定手段１１が出力したフレーム選択信号ＦＳに
基づいて、入力された画像信号Ｄｉから所定のフレームを選択する。ここでは、送出イン
デックス信号が画像期間の一部を置き換えて付加されているので、実際に選択されるフレ
ームは判定が行われた１フレーム後のフレームである。
【００８０】
フレーム選択手段１２によって選択された画像信号Ｄｓは、図３に示す画像記憶手段１３
に出力される。画像記憶手段１３は、フレーム選択手段１２が選択した画像信号Ｄｓを記
憶する。画像記憶手段１３に記憶された画像信号は所定のタイミングで読み出され、画像
信号Ｄｒとして画像表示手段１４に出力される。画像表示手段１４は画像記憶手段１３か
ら読み出された画像信号Ｄｒを表示する。
【００８１】
なお、フレーム選択手段１２でフレームが選択されない場合は、例えば最後に選択された
画像信号Ｄｓが表示される（画像記憶手段１３に記憶されている内容が更新されないため
）。
【００８２】
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以上のように構成することで、画像表示装置２は、受信した画像信号から任意のフレーム
を選択して表示することができる。従って、図１に示したように画像表示装置番号１～ｎ
を有する任意の画像表示装置２に対して任意のページを表示させることができる。
【００８３】
図９は、この発明の実施の形態１における、送出インデックス信号とページを切り替える
タイミングの関係における他の例を説明する図である。図において横軸は時間を、縦軸は
電圧をそれぞれ示している。
【００８４】
図を参照すると分かるように、図中のインデックス０は全ての画像表示装置２がフレーム
を選択しないようなインデックスである（この場合は、図８の”全て選択しない”、すな
わちフラグ１～８の全てが”０”である場合にあたる。例えば、この際には、送出インデ
ックス信号が全て０階調目の値を有する）。
【００８５】
図に示したように、ページを切り替えるタイミングの、少なくとも前後１フレームの間、
全ての画像表示装置２がフレームを選択しないような期間として設けても良い。
【００８６】
このようにすることによって、画像信号発生装置１における送出インデックス信号とペー
ジとを切り替えるタイミングが正確に制御できない場合であっても、任意の画像表示装置
２に任意のページの画像を表示させることができる。
【００８７】
なお、上述のインデックスとページとを切り替えるタイミングが正確に制御できない場合
とは、ページを切り替える時点とインデックスが切り替わる時点とが非同期な状態であり
、より具体的な例としては、計算プログラム等を使用している際にそのプログラムによっ
て強制的に画面が切り替わる場合、利用者が強制的に画面を切り替える場合、前後１フレ
ームが異なる場合等が相当する。
【００８８】
図１０は、この発明の実施の形態１におけるインデックスとページを切り替えるタイミン
グの他の例を説明する説明図である。図において横軸は時間を、縦軸は電圧をそれぞれ示
している。
【００８９】
図１０に示したタイミングは、ページ１の割合が高く、その他のページ（ページ２、３）
が間欠的に出力される場合の一例を示した図である。このように、画像信号発生装置１か
らの出力形態において、それぞれのページの出力する割合を不均等（任意の時間比率）に
することもできる。
【００９０】
図１０に示したタイミングでは、ページ１を表示する画像表示装置２の画像は高い割合で
更新され、その他のページを表示する画像表示装置２の画像は間欠的に更新される。以上
のように制御することで、各ページの出力する割合を任意に設定することができる。
【００９１】
より具体的な例で説明すれば、ＰＣなどに複数の画像表示装置がつながれている場合であ
っても、入力作業はマウスポインタ等が存在する画像表示装置で行われる場合が多い。
【００９２】
従って、このような場合には、マウスポインタ等が存在するページを出力する割合を高め
、その他のページは出力しないか、低い割合で出力するようにすれば、１つの画像信号発
生手段３に複数の画像表示装置２を接続して、複数のページを表示しながら違和感なく入
力作業を行うことができる。
【００９３】
これまでの動作の説明においては、画像期間中の、ある位置に送出インデックス信号を画
像信号の一部と置き換えて付加する場合について説明したが、非画像期間（画像期間でな
い期間。一例としてはブランキング期間）の中に送出インデックス信号を画像信号の一部
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と置き換えて付加しても良い。
【００９４】
図１１は、画像信号の非画像期間に送出インデックス信号を画像信号の一部と置き換えて
付加した場合を示す図である。図において横軸は時間を、縦軸は電圧をそれぞれ示す。こ
こで、図１に示したインデックス判別手段９は、同期信号Ｓｉを基準として非画像期間に
画像信号の一部と置き換えて付加された送出インデックス信号を判別するように構成する
。
【００９５】
すなわち、インデックス判別手段９は、同期信号Ｓｉをタイミングの基準（時間軸上の位
置基準）として、図７に示した画素の明暗で構成された送出インデックス信号の画像信号
中における位置を割り出し、受信した送出インデックス信号を抽出する。
【００９６】
また、垂直同期信号から画像期間までの非画像期間に送出インデックス信号が画像信号の
一部と置き換えて付加された場合、得られるインデックスとページの切り替えを同時に行
わせることができる。
【００９７】
図１２は、ページと送出インデックス信号の切り替えを同時に行った場合のタイミングの
関係を説明するための説明図である。図において横軸は時間を、縦軸は電圧をそれぞれ示
す。
このとき、フレーム選択手段１２はインデックス判定手段１１が出力するＦＳに基づいて
、同一のフレームを選択する。
【００９８】
図１３は、送出インデックス信号の他の構成を示した図で、８画素分の送出インデックス
信号の後に１画素分のパリティを付加した例を示している。
【００９９】
このように、送出インデックス信号にパリティを含めることで、例えば送出インデックス
信号の上をマウスポインタ等が通過したために送出インデックス信号が壊れた（送出イン
デックス信号の上にマウスポインタ等のデータが重なって送出インデックス信号として認
識できない状態）ことや、送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換えて付加され
ていない、あるいは表示されていないことを検出することができる。
【０１００】
なお、上述のパリティの生成については、画像受信装置側において得られるフラグ及びパ
リティについて考えるとき、一例としては、２つのフラグ間の排他的論理和演算を記号Ｅ
、フラグ１～８をＦ１～Ｆ８、得られる結果をＰとすると、

の演算によって得られるＰをパリティとする。
【０１０１】
また、インデックス判別手段９は、受信した送出インデックス信号が壊れている場合に、
全ての画像表示装置２が、その送出インデックス信号を有するフレームを選択しないよう
にするインデックスＩＤを出力することもできる。
【０１０２】
この場合には、画像記憶手段１３に記憶されている画像信号の更新が行われないので、直
前の表示が引き続いて行われる。
【０１０３】
また、送出インデックス信号が表示されていない場合（例えば、送出インデックス信号が
画像信号に含まれていないとき）に、全ての画像表示装置２が、そのフレームを選択する
ようなインデックスＩＤを出力することもできる（この場合には、全ての画像表示装置２
に同一の画像表示が行われる）。
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【０１０４】
図１４は、送出インデックス信号の他の構成を示した図で、８画素のフラグの間に１画素
ずつの検査用の画素を配置した例を示している。ここにおける検査用の画素は、例えば、
左隣にあるフラグの明暗を反転したものである。
【０１０５】
このように、各フラグに対して検査用の画素を配置することで、例えば、送出インデック
ス信号の上をマウスポインタ等が通過したために、送出インデックス信号が壊れたことや
、送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換えて付加されていない、あるいは表示
されていないことを検出することができる。
【０１０６】
また、インデックス判別手段９は、送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換えて
付加されていない、あるいは表示されていない場合に、フレーム選択手段１２が、全ての
フレームを選択するようなインデックスＩＤを出力することもできる（この場合には、全
ての画像表示装置２に同一の画像表示が行われる、と共にフレームの内容の変化に従った
表示となる）。
【０１０７】
さらに、各フラグごとに検査用の画素を配置したことによって、送信インデックス信号中
の壊れている信号部分を特定することができる。この場合、インデックス判別手段９は、
得られるフラグの内の壊れているフラグの部分を、例えば”０”とし、壊れていないフラ
グについてはそのまま有効なフラグとして用いる。
【０１０８】
ここで、上述のように、フラグの部分に”０”が与えられた場合には、画像記憶手段１３
における画像データの更新は行われず、それまでに画像記憶手段１３に記憶されているフ
レームの内容を継続して出力する。
【０１０９】
図１５は送出インデックス信号の他の構成を示した図で、８画素分の送出インデックス信
号の前に複数の画素の明暗で構成されるヘッダーを付加した例を示している。
【０１１０】
このように、送出インデックス信号にヘッダーを含めることによって、インデックス判別
手段９は、送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換えて付加されていない、ある
いは表示されていないことを検出する（送出インデックス信号を特定する）ことができる
。
【０１１１】
また、インデックス判別手段９は送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換えて付
加されていないあるいは表示されていない場合にフレーム選択手段１２が全てのフレーム
を選択するようなインデックスＩＤを出力することもできる（この場合には、全ての画像
表示装置２に同一の画像表示が行われる、と共にフレームの内容の変化に従った表示とな
る）。
【０１１２】
また、ヘッダーのパターンを特定のパターンに決めておくことで、インデックス判別手段
９はヘッダーを検出することが容易となり、画像信号の任意の位置（時間軸上の位置）に
送出インデックス信号が配置されたとしても、容易に画像信号中の送出インデックス信号
の位置を探し出すことができると共に、確実に送出インデックス信号を抽出することが可
能となる。
【０１１３】
また、インデックス判別手段９における、送出インデックス信号からフラグを得る際に用
いられる２値化のための閾値を、ヘッダー部分における明暗の関係（あるいは明暗の組み
合わせ）から決定するようにすることも可能である。
【０１１４】
このようにすれば、送出インデックス信号の信号レベルが何らかの原因によって変動した
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としても、閾値を決定するための情報をヘッダーが有することによってフラグを得るため
の２値化を正確に行うことが可能となる。
【０１１５】
また、上記動作の説明では、送出インデックス信号を、８つの画素で構成する例について
説明したが、これに限るものではなく、任意の画素数で構成することができる。なお、制
御可能な画像表示装置の台数は、基本的には、送出インデックス信号におけるフラグを生
成するための画素数に一致する。
【０１１６】
また、上記動作の説明では、送出インデックス信号を、水平に連続した複数の画素（１ラ
イン上の複数の画素）によって構成する例について説明したが、垂直に連続した複数の画
素（複数ラインに亙って、送出インデックス信号の画素が配置される）によって構成する
こともできる。
【０１１７】
また、上記動作の説明では、送出インデックス信号を、水平に連続した複数の画素（１ラ
イン上の複数の画素）で構成する例について説明したが、水平・垂直に配置された２次元
配列の画素によって構成してもよい。
【０１１８】
また、上記動作の説明では、送出インデックス信号を、ある１ラインの画像信号の一部を
置き換えて付加する例について説明したが、他のラインにも画像信号の一部を同一の送出
インデックス信号に置き換えて付加しても良い。この場合、より単純には、インデックス
判別手段９において複数ラインの送出インデックス信号を比較するように構成することで
、送出インデックス信号のデータ補償を行わせることができるため、より確実に送出イン
デックス信号を判別することができる。
【０１１９】
また、送出インデックス信号を構成する画素が、ＲＧＢの信号から構成される場合に、Ｒ
ＧＢごとに明暗を変えることができる。
より具体的には、例えば、ＲＧＢから２色を選択して、一方にフラグに対応する画素の明
暗を設定し、他方にこのフラグに対応する画素の明暗と反転する明暗（最大輝度との差に
よって求められる）を設定して差動信号を構成する。
【０１２０】
このようにすると、送出インデックス信号の明暗の差が少ない場合であっても、差動信号
の差分値をとることによって、実質的な信号振幅が２倍となり、より確実に送出インデッ
クス信号を判別することができる。
【０１２１】
また、送出インデックス信号を構成する画素が、ＲＧＢの信号から構成される場合に、例
えば、ＲＧＢから２色を選択して、一方にフラグに対応する画素の明暗を設定し、他方に
フラグに対応する画素の明暗を２値化するための閾値となる明暗を設定することで、送出
インデックス信号の明暗の振幅や輝度が変化した場合でも、送出インデックス信号を判別
することができる。
【０１２２】
また、前記動作の説明では、インデックス判別手段９が送出インデックス信号を２値化す
る例について説明したが、あらかじめ複数の閾値を設定して送出インデックス信号を多値
化しても良く、少ない画素数で多くの画像表示装置２を制御することができる。
【０１２３】
また、上述した種々の構成及び動作の説明においてはインデックス付加手段４をハードウ
エアで構成した場合について説明したが、ＰＣ上で動作するソフトウエアとして構成する
こともできる。
【０１２４】
より具体的には、複数のページ（画面）を管理するソフトウエアであって、各ページの同
一の位置（時間軸上の位置）に複数の画素の明暗で構成した送出インデックス信号を画像
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信号の一部と置き換えて付加し、ページを切り替える時に上述したようなタイミングで送
出インデックス信号を変更すれば良い。
【０１２５】
図１６は、この発明の実施の形態１における他の表示例を示した図で、例えば表計算など
の１つのソフトウエアが管理する複数のページやウインドウを異なる画像表示装置２に表
示した例である。
【０１２６】
図に示したように、表計算ソフトウエアなどの複数のシート（データシート）やグラフを
別のページに表示するように配置して、このページの配列関係と送出インデックス信号と
を関連付け、あるシート、またはあるグラフがマウスポインタ等によって選択された場合
に、上述したようなタイミングによってページの切り替えと送出インデックス信号の変更
を行う。
【０１２７】
このようにすることで、１つの画像信号発生手段３に複数の画像表示装置２を接続して複
数のシートやグラフ等を同時に参照しながらデータ入力等の作業を行うことができる。
【０１２８】
図１７は、この発明の実施の形態１における他の構成を示した図で、画像信号発生装置１
に複数台のこの発明による画像表示装置２と１台の従来の画像表示装置１０２（インデッ
クスによるフレーム選択を行わない画像表示装置）とを接続した例を示している。
【０１２９】
複数台の画像表示装置２には、それぞれ自装置において設定された画像表示装置番号Nに
対応したページが表示され、従来の画像表示装置１０２には全てのページが順次表示され
る。
【０１３０】
以上のように構成することで、従来の画像表示装置１０２で入力作業を行い、この発明に
よる画像表示装置２に参照したいページを記憶させておくこともできる。
【０１３１】
実施の形態２．
実施の形態１においては、画像信号発生装置１が出力する画像信号がアナログ信号の場合
について説明したが、画像信号発生装置１から出力される画像信号がデジタル信号であっ
ても良い。
【０１３２】
図１８は、この発明の実施の形態２における画像信号受信手段８を示す図である。図にお
いて、１８は接続ケーブルを介して伝送されてきたデジタル信号を画像信号Ｄｉと同期信
号Ｓｉとに変換する信号変換手段である。画像信号発生装置１の構成は、その取り扱う信
号がデジタル信号であるだけで、基本的に図２に示すものと同様である。
【０１３３】
図３に示した画像信号発生装置１の画像信号発生手段３は、所定のフォーマットの画像信
号を発生してインデックス付加手段４（図２参照）に画像信号を出力する。
【０１３４】
インデックス付加手段４では、上述した実施の形態１におけるのと同様に、入力された画
像信号の各フレームの画像期間に送出インデックス信号を画像信号の一部と置き換えて付
加する。
【０１３５】
画像信号出力手段５は、所定の送出インデックス信号が画像信号の一部を置き換えて付加
された画像信号と、この画像信号に同期した同期信号とを、所定のフォーマットのデジタ
ル画像信号として出力する。このとき、画像期間を示す制御信号なども同時に出力するよ
うにしてもい。
【０１３６】
画像信号出力手段５が出力したデジタル画像信号は、画像信号出力端子６から出力される
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。
画像信号発生装置１の画像信号出力端子６から出力されたデジタル画像信号は、接続ケー
ブルを通して画像表示装置２の画像信号入力端子７に入力される。
【０１３７】
続いて、画像信号入力端子７に入力されたデジタル画像信号は、図１８に示す画像信号受
信手段８の信号変換手段１８において画像信号Ｄｉと同期信号Ｓｉとに変換される。
【０１３８】
信号変換手段１８から出力される画像信号Ｄｉと同期信号Ｓｉとは、インデックス判別手
段９とフレーム選択手段１２に入力される。以降の動作はこの発明の実施の形態１に述べ
たのと同様であるので、詳細な動作の説明は省略する。
【０１３９】
以上のように構成することで、図１に示したように、画像表示装置２は画像信号発生装置
１が出力するデジタル画像信号を受信して、任意の画像表示装置２に任意のページを表示
させることができる。
【０１４０】
なお、上記動作の説明では、送出インデックス信号が実施の形態１と同様の場合について
説明したが、インデックス付加手段４は画像信号を構成するデジタルデータの任意のビッ
トに、デジタル化された送出インデックス信号（以下、送出インデックスデータと称する
）を画像信号の一部と置き換えて付加しても良い。
【０１４１】
図１９は、送出インデックスデータを、画像信号の、あるビットを置き換えて付加した例
を示した図である。
より詳しくは、画像信号が、例えば８ビットの階調（２５６階調）を有する画像信号の場
合であって、所定の位置にある、複数の画素の階調データの最下位ビットに送出インデッ
クスデータを置き換えて付加した場合について示している（すなわち図１９においては、
最も階調数の重みが小さい、第１ビット目にフラグを設定している）。
【０１４２】
このとき、最下位ビット（すなわち、第１ビット目）に送出インデックスデータが置き換
えて付加された画素における、残りの第８ビット目から第２ビット目は画像信号発生手段
３が発生した画像信号である。
【０１４３】
インデックス判別手段９は、画像信号の所定の位置にある複数の画素の最下位ビットをイ
ンデックスＩＤとして判別するように構成される。
【０１４４】
このように構成することで、使用者にインデックスＩＤを表示画面上において認識されに
くくする（目立たないようにする）と共に、インデックスＩＤの表示画面上の存在によっ
て表示されない部分を、実質的になくすることができる。
【０１４５】
なお、ここでは、ある画素の階調データの最下位ビットに送出インデックスデータを置き
換えて付加する場合について説明したが、必ずしも、これに限られるものではなく、階調
データの内の他の階調ビットの部分に送出インデックスデータを置き換えて付加すること
ができる。
【０１４６】
また、画素の画像信号が、ＲＧＢデータ（赤、緑、青色のデータ）によって構成される場
合、ＲＧＢデータの内の、１色（例えば、Ｒデータ）の階調データにおける任意のビット
に送出インデックスデータを置き換えて付加する。
【０１４７】
このように構成することで、使用者にインデックスＩＤを表示画面上において認識されに
くくする（目立たないようにする）と共に、インデックスＩＤの表示画面上の存在によっ
て表示されない部分を、実質的になくすることができる。
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【０１４８】
また、図２０に示すように、送出インデックスデータにパリティを含めることによって、
例えば送出インデックスデータの上を、マウスポインタ等が通過したために送出インデッ
クスデータが壊れたことや、送出インデックスデータが画像信号のある位置の任意のビッ
トと置き換えて付加されていない、あるいは表示されていないことを検出することができ
る。
【０１４９】
図２１は、この発明の実施の形態２における画像表示装置２の他の構成を示す図である。
図において、１９は画面上におけるインデックスＩＤを表示画面上から見えなくする（マ
スキングする）ためのインデックス消去手段、Ｄｄはインデックス消去手段１９が出力さ
れる画像信号、Ｓｄはインデックス消去手段１９が出力される同期信号である。
【０１５０】
次に動作について説明する。画像信号受信手段８から出力された画像信号Ｄｉと同期信号
Ｓｉはインデックス判別手段９とインデックス消去手段１９に入力される。
【０１５１】
インデックス消去手段１９は、入力された画像信号Ｄｉからある位置にある任意のビット
で構成された受信した送出インデックスデータを０にして、送出インデックスデータを消
去し、送出インデックスデータを消去した画像データＤｄと同期信号Ｓｄとをフレーム選
択手段１２に出力する。その他の動作は実施の形態１と同様であるので、動作の説明は省
略する。
【０１５２】
このように構成することで、画像表示手段１４にインデックスＩＤを表示画面上から見え
なくする（マスキングする）することができる。
【０１５３】
実施の形態３．
図２２は、この発明の実施の形態３における画像表示装置２の構成を示す図であり、図に
おいて、２０はインデックス保持手段、ＩＤｈはインデックス保持手段で保持されたイン
デックスである。画像信号発生装置１の構成は図２に示すものと同様である。
【０１５４】
図２３は、この発明の実施の形態３における、送出インデックス信号ＩＤとページを切り
替えるタイミングを説明する図である。図において横軸は時間を、縦軸は電圧をそれぞれ
示す。図に示したようにインデックス付加手段４（図２参照）はページが切り替わる１フ
レーム前に送出インデックス信号を画像信号の一部と置き換えて付加する。
【０１５５】
図２２に示した構成において、インデックス判別手段９は、前記インデックス付加手段４
によって画像信号の上記所定のフレームに間欠的に画像信号の一部を置き換えて付加され
た送出インデックス信号を判別し、判別して選られたインデックスＩＤをインデックス保
持手段１９に出力する。
【０１５６】
インデックス保持手段２０は、入力されたインデックスＩＤを次のインデックスＩＤが入
力されるまでそれを保持し、保持されたインデックスＩＤｈをインデックス判定手段１１
に出力する。なお、その他の動作は実施の形態１と同様であるので、動作の説明は省略す
る。
【０１５７】
以上のように構成することで、図１に示したように画像表示装置２に選択的にページを表
示させることができる。
【０１５８】
また、インデックス付加手段４が画像信号の一部を置き換えて付加する送出インデックス
信号は、画像信号に間欠的に画像信号の一部を置き換えて付加されるので、使用者にイン
デックスを見えにくくすると共に、インデックスＩＤｈによって表示されない部分を実質
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的になくすることができる。
【０１５９】
また、図６、図９、図１０および図１２に示したような、送出インデックス信号が各表示
期間に連続的に画像信号の一部を置き換えて付加される場合、送出インデックス信号の上
をマウスポインタ等が通過したために送出インデックス信号が壊されるとインデックス判
別手段９が送出インデックス信号を判別できないことがある。
【０１６０】
このようなときには、上述したようなインデックスＩＤｈを保持するようにすれば、マウ
スポインタ等により送出インデックス信号が壊されたとしても、インデックス保持手段１
９が前のフレームのインデックスＩＤｈを保持していることになり、前のインデックスＩ
Ｄｈを用いて表示を行う。
【０１６１】
実施の形態４．
図２４は、この発明の実施の形態４における画像表示装置の構成を示す図である。図にお
いて、２１は画像表示装置、２２は画像信号出力手段、２３は画像信号出力端子である。
７～１４までは図３に示したものと同様であるので説明を省略する。
【０１６２】
画像信号入力端子７から入力された画像信号は、画像信号受信手段８と画像信号出力手段
２２に入力される。なお、画像信号受信手段８に入力された画像信号は、実施の形態１に
おいて説明したのと同様の動作によって画像表示手段１４に表示される。
【０１６３】
一方、画像信号出力手段２２に入力された画像信号は、画像信号出力端子２３から画像表
示装置２１の外部に出力される。
【０１６４】
図２５は、この発明の実施の形態４における画像信号発生装置１と画像表示装置２１の構
成を示す図である。
【０１６５】
図に示したように、画像信号発生装置１に１台目の画像表示装置２１がケーブルなどによ
って接続される。さらに２台目の画像表示装置２１は１台目の画像表示装置２１の画像信
号出力端子２３にケーブルなどによって接続される。
【０１６６】
以上のように、複数台の画像表示装置２１はケーブルによって接続される自装置の前の装
置の画像信号出力端子２３を用いて順次接続され、画像信号発生装置１が出力する画像信
号のページを選択的に画像表示装置２１に表示する。
【０１６７】
図２６は、この発明の実施の形態４における他の構成を示す図である。図２６に示した構
成では、画像表示装置番号Ｎに１を設定した画像表示装置２１が２台接続されており、そ
の２台の画像表示装置２１には同じページの画像が表示される（表示される内容が同一と
なる）。
【０１６８】
このように、複数台の画像表示装置２１に同じ画像表示装置番号Ｎを設定することによっ
て、複数台の画像表示装置２１で同じページを表示させることもできる。
【０１６９】
図２７は、この発明の実施の形態４における他の構成を示した図で、画像信号発生装置１
に複数台のこの発明による画像表示装置２１と１台の従来の画像表示装置１０２を接続し
た例を示している。
【０１７０】
この場合、複数台のこの発明による画像表示装置２１には、それぞれ設定された画像表示
装置番号Nに対応したページが表示され、従来の画像表示装置１０２には、全てのページ
が順次表示される。
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【０１７１】
このように構成することにより、従来の画像表示装置１０２を用いて、例えば、表計算ソ
フトのデータ入力作業を行い、この発明の画像表示装置２１に参照したいページの画像を
記憶させておくこともできる。
【０１７２】
図２８は、この発明の実施の形態４における画像表示装置２１の他の構成を示す図である
。図において、２４は画像信号出力手段である。なお、７～１４は図３に示すものと同様
なので説明を省略する。
【０１７３】
先の実施の形態４の説明においては、画像信号入力端子７に入力された画像信号が画像信
号出力手段２２に入力されて、画像信号出力手段２２から画像信号出力端子２３に画像信
号を出力する構成について説明した（図２４参照）。
【０１７４】
図２８に示したように、画像信号受信手段８が出力する画像信号Ｄｉと同期信号Ｓｉを画
像信号出力手段２４に入力して、画像信号出力端子２３から画像信号を出力する。
【０１７５】
例えば、信号伝達方式として最近よく使用されている形態として、低電圧差動信号（ＬＶ
ＤＳ（Ｌｏｗ　Ｖｏｌｔａｇｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ））、
ＴＤＭＳ（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｍｉｎｉｍｉｚｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｓｉｇｎａｌ
ｉｎｇ）等が画像信号入力端子７に入力されるような構成が採用される。
【０１７６】
ここで、例えばＲＧＢ（赤、緑、青）の各信号が２５６階調（８ビット）であって、それ
を伝達する場合、同期信号等の伝達経路を含めて総計２７ビット近くの並列伝送を実現し
なければならない。
【０１７７】
このようなビット数の大きな並列伝送は、装置規模の増大や伝達経路の保証が十分できな
いという問題を招いてしまうため、伝送経路を例えば４ビットあるいは６ビットというよ
うな１／ｎ倍に縮小して、その代わりに本来の伝送周波数のｎ倍の伝送周波数を使って信
号伝送するような手法が採用される。
【０１７８】
ところが、上述した低電圧差動信号による信号伝達方式を用いる場合、画像信号にもよる
が、その信号振幅が例えば０．３Ｖｐ－ｐで、本来の伝送周波数が１００ＭＨｚであるよ
うな場合に、伝送経路を１／４とすると、伝送周波数は４００ＭＨｚとなり、インピーダ
ンスの不整合等による反射等の影響を受けやすくなってしまう。
【０１７９】
そこで、画像信号入力端子７から画像信号受信手段８に画像信号を入力して、一旦、入力
された画像信号よりも信号振幅の大きな画像信号Ｄｉと同期信号Ｓｉに変換し、これら変
換された信号を画像信号出力手段２４に入力して入力された画像信号と同様の信号に変換
して画像信号出力端子２３より出力する。
【０１８０】
このようにすることによって、信号品質保証のための技術的な制約に関わらずに信号を伝
送することができ、画像表示装置２１を順次接続する際の信号伝達を確実に行うことがで
きる。
【０１８１】
実施の形態５．
図２９は、この発明の実施の形態５における画像表示装置２１の構成を示す図である。図
において、２５は通信手段、２６は画像表示装置番号設定手段、２７は通信手段２５の接
続端子である。なお、７～９、１１～１４は図３に示すものと同様なので説明を省略する
。
【０１８２】
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これまでに述べてきた構成による動作の説明では、画像表示装置２１の画像表示装置番号
Ｎは画像表示装置番号設定手段２６によって任意の値を設定される。
【０１８３】
これに対して、この実施の形態５においては、通信手段２５を用いることによって、順次
接続された複数台の画像表示装置２１の間において、画像表示装番号に関わる情報の相互
的なやり取りを行わせることによって各自の画像表示装置番号を自動的に設定するように
するものである。
【０１８４】
より具体的には、複数台の画像表示装置２１の通信手段２５をケーブルなどによって電気
的に接続し、それぞれの画像表示装置番号設定手段２６同士が通信を行って順次番号を設
定する。
【０１８５】
例えば、画像信号発生装置１に接続された画像表示装置２１の画像表示装置番号Ｎを１と
して、順次接続された画像表示装置２１の接続の順で画像表示装置番号を１ずつ増やすよ
うにしても良い。その他の動作は実施の形態４と同様であるので、動作の説明は省略する
。
【０１８６】
このようにすることにより、利用者が逐一、画像表示装置番号の設定（特にディップスイ
ッチ等を用いたハードウェア的な設定）を行わなくてすみ、利用者にとっての利便性が向
上する。
【０１８７】
実施の形態６．
図３０は、この発明の実施の形態６における画像表示装置２１の構成を示した図であり、
図において２８は画像拡大手段、Ｄｚは画像拡大手段２８が出力する画像信号である。な
お、７～１４、２２および２３は図２４に示すものと同様なので説明を省略する。
【０１８８】
画像拡大手段２８は、画像記憶手段１３から読み出された画像信号Ｄｒの任意の部分を任
意の拡大率で拡大処理し、拡大された画像信号Ｄｚを画像表示手段１４に出力する。画像
表示手段１４は拡大された画像信号Ｄｚを表示する。その他の動作は実施の形態４と同様
であるので、動作の説明は省略する。
【０１８９】
図３１は、この発明の実施の形態６における画像信号発生装置１と画像表示装置２１の構
成を示す図である。画像信号発生装置１には、この発明による画像表示装置２１がケーブ
ルなどによって接続され、従来の画像表示装置１０２が、この発明による画像表示装置２
１の画像信号出力端子２３にケーブルなどで接続されている。
【０１９０】
このように構成することによって、画像表示装置２１においては拡大画像を表示し、あわ
せて画像表示装置１０２は全体画像を表示することができる。なお、図３１に示した画像
表示装置１０２としては、この発明による画像表示装置２１であっても良い。
【０１９１】
このような拡大表示を行わせる構成を採用すると、画像信号発生装置１が出力する画像信
号の画素数が画像信号表示装置２１の（表示可能な）画素数より多いとき、画像表示装置
２１に入力された画像信号の任意の部分を表示し（トリミング）、画像表示装置１０２に
全体画像を表示させることも可能である。
【０１９２】
図３２は、この発明の実施の形態６における、送出インデックス信号（あるいは、送出イ
ンデックスデータ）の他の構成を示す図である。
図３２に示した送出インデックス信号には、複数の画素の明暗で構成したフラグ情報と複
数の画素の明暗で構成した制御情報とが含まれている。
【０１９３】
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この制御情報の一例として、マウスポインタ等の座標を複数の画素の明暗で表現し、イン
デックス判別手段４において、フラグとともにマウスポインタ等の座標を判別する。
【０１９４】
この場合、画像表示装置２１に画像の一部を拡大表示する場合や、入力された画像信号の
一部を表示する場合に、判別したマウスポインタ等の座標の値に基づいて位置オフセット
値を加減算する等の演算処理を行うことができるようになる。
【０１９５】
このようにすることによって、マウスポインタ等が、常に拡大表示された画面上に位置す
るように制御する。
【０１９６】
例えば、これは、拡大表示された領域外にマウスポインタ等が移動した場合に、このマウ
スポインタ等の座標の変移に連動して拡大表示される領域を移動させて拡大表示する場合
等が考えられる。
【０１９７】
なお、上述の説明においては、マウスポインタ等の座標の値をインデックスの制御情報に
含めて伝送するようにしたが、この制御情報としては拡大倍率等の他の情報が含まれるよ
うにしても良い。
【０１９８】
実施の形態７．
図３３は、この発明の実施の形態７における画像表示装置２の構成を示した図である。図
において、２９は画像信号受信手段、３０はインデックス判別手段である。なお、７、１
０～１４については図３と同様であるので説明を省略する。
【０１９９】
また、図３４は、画像信号受信手段２９の構成を示す図で、図において３１はインデック
ス分離手段である。１５～１７については図４と同様であるので説明を省略する。
【０２００】
また、図３５は、この実施の形態７における１フレーム期間の画像信号と同期信号との関
係を示す図である。図３５において横軸は時間を、縦軸は電圧をそれぞれ示す。
【０２０１】
次に動作について説明する。
実施の形態１における説明では、画像信号発生装置１のインデックス付加手段４が画像信
号の任意の位置にインデックスを画像信号の一部と置き換えて付加する場合について述べ
たが、図３５に示したように同期信号が入る期間中のある位置（時点）に２値化されたイ
ンデックスを同期信号の一部と置き換えて付加しても良い。なお、以下の説明においては
、同期信号が入る期間中のある位置に２値化されたインデックスを単純に挿入する場合も
、インデックスを同期信号の一部と置き換えて付加すると表現する。
【０２０２】
図３３の画像信号入力端子７には、画像信号と送出インデックス信号（送出インデックス
データ）を同期信号の一部と置き換えて付加した同期信号とが入力される。ここで入力さ
れた同期信号は、図３４に示すインデックス分離手段３１に入力される。
【０２０３】
同期信号は、基本的に０Vあるいは５Vの２値化信号として存在する。このような同期信号
の部分に送出インデックス信号を２値化して同期信号の一部と置き換えて付加することに
よって、画像信号の表示内容に影響を与えることがない。
【０２０４】
また、あらかじめ２値化された信号として扱うことができるのでノイズ耐性が強く、イン
デックス判別手段９における判別も行いやすくなる。さらに画像表示期間より前に送出イ
ンデックス信号を置き換えて付加することが容易となる。
【０２０５】
図３４に示したインデックス分離手段３１は、送出インデックス信号に基づいてインデッ
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クスＩＤｓを分離し、この分離したインデックスＩＤｓをインデックス判別手段３０に出
力する。
【０２０６】
また、図３４に示すインデックス分離手段３１は、インデックスＩＤｓを分離して出力す
るとともに、同期信号を同期信号処理手段１６に出力する。
【０２０７】
図３３に示したインデックス判別手段３０は、同期信号Ｓｉを基準（時間軸上の基準）に
インデックスＩＤｓからインデックスＩＤを判別して出力する。
その他の動作については、実施の形態１において述べたのと同様であるので、説明は省略
する。
【０２０８】
このように構成することで、画像表示装置２は、受信した画像信号から、あるフレームを
選択して表示することができ、図１に示したように任意の画像表示装置２にページを選択
的に表示させることができる。また、インデックスによって表示されない部分をなくすこ
とができる。
【０２０９】
また、ノイズ耐性が強く、インデックス判別手段９における判別も行いやすくなる。さら
に画像表示期間より前に送出インデックス信号を置き換えて付加することが容易となる。
【０２１０】
なお、以上に述べてきた一連の実施の形態の構成、およびその動作の説明においては、送
出インデックス信号を水平同期信号の所定の位置（時間軸上の位置）に同期信号の一部を
置き換えて付加する場合について説明してきたが、垂直同期信号から所定の位置（時間軸
上の位置）に同期信号の一部を置き換えて付加しても良い。
【０２１１】
【発明の効果】
この発明は、以上説明したように構成されているので、以下に示すような効果を奏する。
【０２１２】
第１の発明に係わる画像信号発生装置においては、画像信号を出力する画像信号発生手段
と、表示装置側における画像信号の選択的な表示を可能とするための、少なくとも表示装
置選択情報を含む送出インデックス信号を生成して画像信号の一部を上記送出インデック
スに置き換えて付加するインデックス付加手段とを備えるようにしたので、任意の画像表
示装置に任意の画像表示を行わせることが可能な画像信号発生装置を得ることができる。
【０２１３】
第２の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装置
において、送出インデックス信号が表示画像を構成する画素のうちの一部の画素における
階調として表されるようにしたので、画像信号に送出インデックスを含めることができる
。
【０２１４】
第３の発明に係わる画像信号発生装置においては、第２の発明における画像信号発生装置
において、階調がデジタルデータとして表される場合に、階調データの最下位ビットに送
出インデックス信号を含めるようにしたので、表示画面上におけるインデックス信号の表
示を見えにくくすることができる。
【０２１５】
第４の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装置
において、画像信号が少なくとも１つのフレームを含むページより構成され、このページ
と送出インデックス信号とが連関しているようにしたので、映像信号の管理が行いやすく
なる。
【０２１６】
第５の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装置
において、画像表示期間および画像非表示期間よりなる画像信号のフレームを単位として
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送出インデックス信号が画像表示期間または画像非表示期間のいずれかの画像信号の一部
を置き換えて付加されるようにしたので、特に画像非表示期間に送出インデックス信号を
画像信号の一部と置き換えて付加することによってインデックス信号の表示が行われない
効果を有する。
【０２１７】
第６の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装置
において、送出インデックス信号は、全ての表示装置を選択しない旨の表示装置選択信号
を含むようにしたので、インデックスとページとを切り替えるタイミングが正確でなくと
もページの切り替えがスムーズにできる。
【０２１８】
第７の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装置
において、送出インデックス信号は、さらにパリティ情報を得るための画素を含むように
したので、送出インデックス信号が正常かどうかを検出することができる。
【０２１９】
第８の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装置
において、送出インデックス信号は、表示装置選択情報に対応する画素と対になるように
、画素に対する検査用画素をさらに含むようにしたので、送出インデックス信号の中で正
常でない部分を検出することができる。
【０２２０】
第９の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装置
において、送出インデックス信号は、少なくとも当該信号が送出インデックス信号である
ことを示すヘッダーをさらに含むことを特徴とする。
【０２２１】
第１０の発明に係わる画像信号発生装置においては、第１の発明における画像信号発生装
置において、送出インデックス信号は、制御情報をさらに含むようにしたので、受信側に
おいて表示画像の制御が容易となる。
【０２２２】
第１１の発明に係わる画像表示装置においては、複数の画像フレームよりなる画像信号、
この画像信号に対応する同期信号、およびこの画像信号の任意の画像フレームの画像信号
の一部を置き換えて付加された送出インデックス信号を含む複合化信号を受信して各信号
を出力する画像信号受信部と、この画像信号受信部から出力される送出インデックス信号
に基づいて複数の画像フレームから自装置に表示するべき画像フレームを選択し、当該画
像フレームに対応する画像信号を出力する画像フレーム選択部と、この画像フレーム選択
部から出力される画像フレームに対応する画像信号を表示する画像表示部とを備えるよう
にしたので、任意の画像フレームを選択的に表示することが可能な画像表示装置を得るこ
とができる。
【０２２３】
第１２の発明に係わる画像表示装置においては、第１１の発明における画像表示装置にお
いて、画像フレーム選択部は、画像信号受信手段から出力される画像信号および同期信号
に基づいて画像フレームにおける画像表示期間または画像非表示期間のいずれかに含まれ
る送出インデックス信号を判別するインデックス判別手段、自装置に対して設定された画
像表示装置番号を出力するための画像表示装置番号設定手段、インデックス判別手段より
出力されるインデックス信号、および画像表示装置番号設定手段より出力される自装置の
画像表示装置番号に基づいて、画像信号に含まれる画像フレームを選択するためのフレー
ム選択信号を出力するインデックス判定手段、このインデックス判定手段が出力するフレ
ーム選択信号に応じて画像信号に含まれる画像フレームを選択するためのフレーム選択手
段、このフレーム選択手段から出力される画像フレームに対応する画像信号を記憶するた
めの画像記憶手段の各手段を含むようにしたので、任意の画像フレームを選択的に表示す
ることが送出インデックス信号の受信によって可能である画像表示装置を得ることができ
る。
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【０２２４】
第１３の発明に係わる画像表示装置においては、第１２の発明における画像表示装置にお
いて、インデックス信号を保持するインデックス保持手段をさらに備えるようにしたので
、送出インデックス信号が異常の場合においても、先のインデックス信号が保持され、画
像の乱れを生じないようにすることができる。
【０２２５】
第１４の発明に係わる画像表示装置においては、第１２の発明における画像表示装置にお
いて、画像表示装置番号設定手段に接続された通信手段をさらに備えるようにしたので、
画像表示装置間における画像表示装置番号の自動設定を行うようにすることができる。
【０２２６】
第１５の発明に係わる画像表示装置においては、第１１の発明における画像表示装置にお
いて、画像信号受信部に入力される複合化信号または当該信号に対応する信号が入力され
、自装置と他装置との順次接続が可能なように複合化信号を出力する画像信号出力部をさ
らに備えるようにしたので、順次接続における画像信号の劣化のほとんどない画像表示装
置を得ることができる。
【０２２７】
第１６の発明に係わる画像表示装置においては、第１１の発明における画像表示装置にお
いて、インデックス信号が表示画面上に現れないように、当該インデックス信号をマスク
するためのインデックス消去手段を画像フレーム選択部にさらに備えるようにしたので、
表示画像情のインデックス信号を表示させないようにすることができる。
【０２２８】
第１７の発明に係わる画像表示装置においては、第１１の発明における画像表示装置にお
いて、画像拡大手段を画像表示部の前に備えるようにしたので、部分的に拡大された表示
画像を容易に得ることができる。
【０２２９】
第１８の発明に係わる画像表示装置においては、第１１の発明における画像表示装置にお
いて、送出インデックス信号に含まれるヘッダーに基づいて送出インデックス信号を特定
するようにしたので、画面中のいずれの位置に送出インデックス信号が含まれていても、
確実に送出インデックス信号をとらえることができる。
【０２３０】
第１９の発明に係わる画像表示装置の制御方法においては、複数の画像フレームよりなる
画像信号、該画像信号の任意の画像フレームの該画像信号の一部を置き換えて付加された
送出インデックス信号を含む複合化信号を受信する第１のステップ、この第１のステップ
において受信された複合化信号に含まれる送出インデックス信号に基づいて複数の画像フ
レームから自装置に表示するべき画像フレームを選択して、当該画像フレームに対応する
画像信号を出力する第２のステップ、この第２のステップにおいて出力される画像フレー
ムに対応する画像信号を表示する第３のステップを含むようにしたので、画像表示装置に
対して任意の画像フレームを選択的に表示させることが可能な制御方法を提供することが
できる。。
【０２３１】
第２０の発明に係わる画像表示装置の制御方法においては、第１９の発明における画像表
示装置の制御方法において、第２のステップは、複合化信号から送出インデックス信号を
判別してインデックス信号を出力し、この出力されたインデックス信号と、自装置に対し
て設定された画像表示装置番号とに基づいてフレーム選択信号を出力し、この出力された
フレーム選択信号に応じて画像信号に含まれる画像フレームを選択し、この選択された画
像フレームに対応する画像信号を記憶することを含むようにしたので、送出インデックス
信号よりインデックス信号を出力することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１における画像信号発生装置と画像表示装置を示す図で
ある。
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【図２】　この発明の実施の形態１における画像信号発生装置を示す図である。
【図３】　この発明の実施の形態１における画像表示装置を示す図である。
【図４】　この発明の実施の形態１における画像信号受信手段を示す図である。
【図５】　この発明の実施の形態１における画像信号を示す図である。
【図６】　この発明の実施の形態１における画像信号とインデックスを示す図である。
【図７】　この発明の実施の形態１におけるインデックスを示す図である。
【図８】　この発明の実施の形態１におけるフラグを示す図である。
【図９】　この発明の実施の形態１における画像信号とインデックスを示す図である。
【図１０】　この発明の実施の形態１における画像信号とインデックスを示す図である。
【図１１】　この発明の実施の形態１における画像信号を示す図である。
【図１２】　この発明の実施の形態１における画像信号とインデックスを示す図である。
【図１３】　この発明の実施の形態１におけるインデックスを示す図である。
【図１４】　この発明の実施の形態１におけるインデックスを示す図である。
【図１５】　この発明の実施の形態１におけるインデックスを示す図である。
【図１６】　この発明の実施の形態１における画像信号発生装置と画像表示装置の構成を
示す図である。
【図１７】　この発明の実施の形態１における画像信号発生装置と画像表示装置を示す図
である。
【図１８】　この発明の実施の形態２における画像信号受信手段を示す図である。
【図１９】　この発明の実施の形態２におけるインデックスを示す図である。
【図２０】　この発明の実施の形態２におけるインデックスを示す図である。
【図２１】　この発明の実施の形態２における画像表示装置を示す図である。
【図２２】　この発明の実施の形態３における画像表示装置を示す図である。
【図２３】　この発明の実施の形態３における画像信号を示す図である。
【図２４】　この発明の実施の形態４における画像表示装置を示す図である。
【図２５】　この発明の実施の形態４における画像信号発生装置と画像表示装置を示す図
である。
【図２６】　この発明の実施の形態４における画像信号発生装置と画像表示装置を示す図
である。
【図２７】　この発明の実施の形態４における画像信号発生装置と画像表示装置を示す図
である。
【図２８】　この発明の実施の形態４における画像表示装置を示す図である。
【図２９】　この発明の実施の形態５における画像表示装置を示す図である。
【図３０】　この発明の実施の形態６における画像表示装置を示す図である。
【図３１】　この発明の実施の形態６における画像信号発生装置と画像表示装置を示す図
である。
【図３２】　この発明の実施の形態６におけるインデックスを示す図である。
【図３３】　この発明の実施の形態７における画像表示装置を示す図である。
【図３４】　この発明の実施の形態７における画像信号受信手段を示す図である。
【図３５】　この発明の実施の形態７における画像信号を示す図である。
【図３６】　従来の画像信号発生装置と画像表示装置を示す図である。
【図３７】　従来の画像信号発生装置と画像表示装置を示す図である。
【符号の説明】
１　画像信号発生装置、２　画像表示装置、３　画像信号発生手段、４　インデックス付
加手段、５　画像信号出力手段、６　画像信号出力端子、７　画像信号入力端子、８　画
像信号受信手段、９　インデックス判別手段、１０　画像表示装置番号設定手段、　１１
　インデックス判定手段、１２　フレーム選択手段、１３　画像記憶手段、１４　画像表
示手段、１５　Ａ／Ｄ変換手段、１６　同期信号処理手段、１７　クロック再生手段、１
８　信号変換手段、１９　インデックス消去手段、２０　インデックス保持手段、２１　
画像表示装置、２２　画像信号出力手段、２３　画像信号出力端子、２４　画像信号出力
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手段、２５　通信手段、２６　画像表示装置番号設定手段、２７　通信手段の接続端子、
２８　画像拡大手段、２９　画像信号受信手段、３０　インデックス判別手段、３１　イ
ンデックス分離手段、１０１　画像信号発生装置、１０２　画像表示装置、１０３　画像
信号発生手段。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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